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共創による亀山市「交通空白」解消等
リ・デザイン事業について

政策部政策推進課交通政策グループ

資料４



Kameyama-City１ 実施事業について
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【目的】
本市の地域公共交通を考える「共創の場」づくりを行い、バス利用が低調な地域（亀山南部地区・亀山西部地

区）をモデルに、地域住民、交通事業者、行政が三位一体となり、多角的視点からの協議調整を図ることで相互
理解を促すとともに、地域公共交通に関わる知識の習得による人材育成と地域性に応じた持続可能な地域公共交
通体系を再構築することを目的とする。

【事業内容】
●データの取得・集計・分析
・人流等ビッグデータを活用した移動実態等の調査・分析
・市民アンケートや地域まちづくり協議会等へのヒアリング
●共創プラットフォーム等の開催
・バス利用が低調な地域において、ワークショップを各地区２回開催
・共創プラットフォームを２回開催（ワークショップで検討された内容について、協議・調整等を図る）
●オンデマンド交通（公共ライドシェア、ＡＩ配車を含む）等導入シミュレーションの実施
・地域実情に沿った新たな交通体系の検討と構築を行い、バス利用が低調な地域における新たなモビリティサー

ビスの導入シミュレーションの実施
●実施計画（ロードマップ）案の作成
・実証運行を経た本格運行へと繋げるための実施計画（ロードマップ）案の作成
●地域や交通事業者との合意形成

【委託事業者】
・ＭＯＮＥＴ Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｉｅｓ株式会社

【業務期間】
・令和８年２月２０日（金）まで

■事業概要



第１四半期
（4月～6月）

第２四半期
（7月～9月）

第３四半期
（10月～12月）

第４四半期
（1月～3月）

・業務契約 ・地域との意見交換 ・地域との意見交換

・地域との意見交換 ・アンケート調査等 ・プラットフォーム

・ワークショップ ・合意形成（１月末）

・交通体系の構築

・シミュレーション

R7

R8

R9

各種関係機関との協議調整及び実証運行準備

新たな交通体系も含めた亀山市地域公共交通計画の策定作業

本格運行に向けた協議調整等準備

新たな亀山市公共交通計画がスタート

実証運行

実証運行データ収集と分析・調整

Kameyama-City２ スケジュール《案》について

スケジュール（案）

注）本スケジュールは想定される最短スケジュールであり、
合意形成や協議調整などの状況によって変化します。

実証運行・本格運行には相応の準備時間が必要
・運輸局、交通事業者、地域、委託事業者等との協議調整
・車両や停留所等が必要な場合の協議調整準備
・実証運行期間や料金などの設定
・広報活動（周知期間）
・亀山市地域公共交通会議等の承認

今年度中に
ここまで…
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Kameyama-City３ 事業推進プロセスについて
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■事業推進プロセス



Kameyama-City４ 事業進捗状況について（※令和８年１月２０日時点）
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（１）
データの取得・集計・
分析とワークショップ

等への活用

（２）
共創プラットフォーム

等の運営

（３）
オンデマンド交通等
導入シミュレーション

実施

（４）
実施計画案の作成

実施内容 今後のアクション

市民アンケート ：
• 市民アンケートを実施（11/17～12/3）
• アンケート結果は、ワークショップや共創プラット
フォームにて地域関係者に説明

人流データ分析 ：
• 南部/西部地区の生活圏分析完了
ワークショップや共創プラットフォームにて
地域関係者に説明

既存交通データ分析 ：
• バス/乗合タクシー利用状況の概要まとめ、
交通空白地分析は対応済

ワークショップ ：
• 12/7 ：移動の困りごとの具現化
• 12/14：困りごと解消に向けた交通サービス案検討

共創プラットフォーム ：
• 1/13 ：地域別の交通課題や利用実態の共有
• 1/21 ：地域別交通体系案や実施方針案の合意形成

人流データ分析：1月中目途
• 追加の分析（残り施設分の生活圏分
析、人流ポイントデータ分析）を対
応予定

既存交通データ分析：1月中目途
• 追加の分析（乗降者数分析、OD分析
等）を対応

デマンド型交通AIシミュレーション ：
• シミュレーション一部完了
• ワークショップ講義にて地域関係者に説明

ー（特になし） ：

共創プラットフォーム
• 1/21：方針案の合意形成

デマンド型交通AIシミュレーション
• 共創プラットフォームでも共有

実施計画案の作成
• 実証運行を経た本格運行へと繋げる
ための実施計画案を作成

完了

未着手

実施中

実施中

実施中

実施中

完了


